
名称

腫瘍マーカー各種(AFP・PSA・

CA125・CA19-9・CEA・)

ヘリコバクター・ピロリ菌抗体検

査

肝炎検診（ＨＣＶ抗体・ＨＢｓ抗

原検査）

脳血管検診

（頭、頸部ＭＲＡ・ＭＲＩ検査）

腹部検診（腹部ＣＴ検査）

内臓脂肪ＣＴ検査

肺がん検診

（胸部ヘリカルＣＴ撮影）

動脈硬化検診

骨評価検査（超音波法）

大腸がん検診（便潜血免疫反応

２日法）

肺がん検診（喀痰細胞診）

乳がん検診

（マンモグラフィ２方向）

子宮頸がん検診（スメア）

事前のお申し込みが必要です。

詳細についてはお問い合わせください。

オプション検査のご案内

腫瘍により血液中に増加する物質（腫瘍マーカー）の量を調べる検査です。

ヘリコバクター・ピロリ菌は、胃潰瘍や十二指腸潰瘍、慢性胃炎、胃がんなどを引き起こ

す原因菌と言われています。ピロリ菌に感染していないかを調べる検査です。

放射線を使わず検査できます。CTでは撮影することのできない血管が撮影できます。

ＣＴで内臓の周りについた脂肪の面積を測定します。撮影時間は５分程度です。

当健康管理センターでは、健康診断受診時に各種検診が、受けられるようオプション検査を用意してあります。健康診断の際に合わせてご利用ください。   

らせん状に回転するヘリカルＣＴで撮影し、鮮明な横断画像や冠状断面が撮れます。

撮影時間は５分程度です。

お問い合わせ先：健康管理センター直通TEL＆FAX　026-273-1725

項目

事前に採取する検査

事前に３回分の痰を容器に採取していただき、検査します。

女性検診

マンモグラフィはしこりとして触れない早期の乳がん、そのサインである小さな石

灰化を鮮明に写し出すことが出来ます。マンモグラフィは女性技師が対応いたしま

子宮の入り口の細胞を採取し、検査します。

大腸に腫瘍があると便に血が混じります。便に血が含まれているか調べる検査で

す。

Ｃ型肝炎、Ｂ型肝炎に感染していないかを調べる検査です。

血液でわかる検査

CT・MRI・MRA検査

動脈硬化検査

骨密度検査

女性、高齢の方、骨折したことがある方、過度の喫煙・酒飲をする方に特にお勧めです。

ＣＴは、胸部レントゲン検査に比べ画像診断処理能力が高く、直径数㎜の小さな病変まで

も描出できるため、肺がんの早期発見に非常に有用です。撮影時間は５分程度です。

動脈のつまりの程度（ＡＢＩ）、動脈の硬さの程度（ＣＡＶＩ）がわかります。


